しかし、 僕 は、 それ を 思いだ すか わりに 注意力 を、 そ 

の 脇に いる 若い 女性の 方に うばわれ ていた。 

(すばらしい 女 だ) 

東京湾 を 出てから この 方、 銀座 通り もない 海上 を こ 

うして 小 笠 原 列島の 南端に ちかい 父 島まで やって来た 

こと だから、 若い 女なら 一応 誰でも 美人に 見える はず 

であった が、 そんな 割引 をし ないでも、 たしかに かの 

女 は 美しかった。 

「誰 だい、 あの 遅刻 組 は」 

僕 は、 その 女から 眼 を はなさな いままで ボ ー ィ にた 

ずね た。 



せ にで きな いこと なので、 僕が 急 いで 派遣され る- J と 

になった の だ。 

花 陵 島 は、 およそ その 名前と は 反対に、 実に 荒涼た 

る 小さな 島 だとい う。 僕 は、 そこへ 同僚の 誰もが 行き 

しぶ つ て 恩師が たいへ ん 困って いるのに 同情した のと、 

それからもう 一 つ は、 若気の 無鉄砲と によって、 自ら 

赴任の 役 を 買って出た のであった。 しかし、 汽船が 父 

島まで 行きつ く 以前にお いて、 すでに 僕 は 東京へ か 

えって 銀座 を 散歩して みたい 気持に 襲われ、 そこから 

こっち、 ずっと 元気 をな くして いたが、 いまこう した 

父 島で もって、 あの 婦人のお かげで おもいがけなく 元 



い。 そんな ものよりも 幾 億 倍 も 大きな 或る 力 を 原動力 

としてい る。 どう だ、 わかる かな」 

轟 博士 は、 奇想天外な こと をい う。 電気 や ガスな ど 

の 幾 億 倍 も 強大な 原動力な どと いう ものが この 宇宙に 

存在し うるので あろう か。 僕 は あまり 意外で、 返事 を 

しかねて いると 博士 はまた 口 を 開いた。 

「あの 原動力 輸送 路が、 網状 をな している の は、 なぜ 

だとお もうか。 あれ は 原動力 を、 必要に よってい つで 

も 一 つと ころへ 集める ためじ や。 あの 輸送 路が 東西 南 

北から 〔# 「東西南北から」 は 底本で は 「西南 北から 匕 集つ 

た 交叉点に おいて は、 わが 人類の 頭で は 到底 考えられ 



消した。 

「じ や、 ど、 どうし たんです」 

「しつ、 —— 」 

サチ子 は、 唇に 人 さし 指 をた てて、 なにごと もい う 

なと いう 合図 をした。 僕 は それ をみ てうなず いたが、 

心の中 は 急に 安から ぬ おもいに とざされた。 

(あっちへ 行きましょう 〔# 「行きましょう」 は 底本で は 

「行き まましょう」； 

サチ 子の 目が、 そういった。 

僕たち は、 肩 をなら ベて、 椰子の 大樹が そびえる 向 

こうの 丘の 方へ 歩いて いった。 夕陽 は 西の 水平線に 落 



轟 博士が なんとなく きよときよ としてい るそう である- 

そして 急に 物 わすれ をす るよう になった。 気にして み 

ると、 妙に 舌が もつれたり、 また 時には、 じつに 不可 

解な 目つ きで サチ子 を じ つと み つめたり する そうで あ 

る。 

そういう 話 を 聞いて いると、 轟 博士に 対する 殺人の 

嫌疑が ますます 濃くな つ てく る。 

「ねえ サチ 子さん。 誰が 殺されたん だか、 それが わか 

りません か」 

「さあ」 といって 彼女 は 頭 を ふりながら、 「あたし、 死 

骸を 一目み てび つくりした ものです から、 そのまま そ 



こ を はなれて しまったんで すの。 誰の 死骸 だか、 そん 

な こと、 わかりません わ」 

「ふ— ん」 と 僕 は 探偵 きどりで 呻った。 そして 本気で 

もって、 これまで 愛読した シャ ー ロック . ホ ー ムズ探 

偵の 活躍す る 小説の 一 つ 一 つ を 思いだ して、 その 中 か 

ら この 場の 参考になる もの はない かと 首 を ひね つ た。 

やがて 僕 は、 サチ子 を ひきよせて 訊いた。 

「あのね、 誰かち かごろ 行方不明 になった 者 はあり ま 

せんか」 

「行方不明 になった ものです か。 さあ、 そういう もの 

は —— 」 



いるの を 感じない わけに いかなかった。 

だが、 僕 は 案外 楽々 と、 博士の 部屋に はいる ことが 

できた。 室内 は 十 坪 ほどの 広さで あつたが、 隅々 に は、 

いろいろな 器械 を いれた 函が 雑然と 並んで いた。 また 

テ ー ブ ル の うえ に は 参考書 ゃノ ー ト などが、 うず 高く 

積まれて あった。 壁に は、 博士のへ ルメット 帽子が か 

かってい る。 

僕の 狙う 鞫は、 なかなか 見つからなかった。 もしゃ 

博士が それ を もって 外出した ので はない かと 一 時 失望 

をした が、 それでも 方々 を 探し まわって いるう ちに、 

あきば 一 J 

荷と きをした 一 つの 大きな 空函 のうしろ に、 例の 飽が 



死後の ための メモ 



死後の ための メモ？ 

死後と は、 なにごとであろう。 博士 はすで に 死 を 決 

しる 

していて、 なに か 遺言め いた ものが - J ， J に 誌され て い 

るので あろう か。 僕の 好奇心 は、 その 頂点に 達した。 

僕 は、 いそいで ぺ— ジを くった。 

ちょっと 判読し がたい ほどたい へん 乱れた 文字が 書 

きつら ねて あった。 僕 は そのべ ー ジの 表に、 手 提電燈 

を さしつけながら、 むさぼる ように 読み だした。 そこ 



そこに は 轟 博士と サチ 子の 二人の 姿が あった。 サチ子 

は なぜ ここ へ 帰つ てきた のであろう か。 

そのと きいつたん ついた 明りが、 また 消えて しまつ 

た。 

「あら、 先生。 なぜ 明り をお 消しになります の」 そう 

いったの はサチ 子の 声 だ。 彼女の 声 は 明らかに 慄ぇを 

おびて いた。 

それに 対して、 博士ら しい 声音で、 何 かいうの が 聞 

えたが、 いやに 皺 枯れた 声で、 何 をい つてい るの か 言 

葉の 意味が 一 向に 聞き とれなかった。 

そのうちに、 室内から 絹 を 裂く ような 悲鳴が 聞え た- 



られて は、 こっちの 生命がない。 僕 はいつ の 間に か 右 

手に、 鞫の 中に あった 博士の ピストル を 握り しめてい 

た。 僕 は、 とうとう 引金 を ひいた。 轟然と 銃声 一発！ 

博士の 身体が ふらりと 横に 傾く と、 その 場に ど ー んと 

仆れ てし まった。 

「大 隅さん、 よく 来て くだす つたの ね」 

サチ 子が とびつい てきた。 僕 は 息が 切れて 口 もき け 

^ レ 

「もうす こしのと ころで、 博士に 締め殺される ところ 

でした わ」 

「ぼ、 僕 は、 博士 を 撃って しまった！」 
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